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ウ
ム
イ
オ
ン
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池
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未
来
社
会

＊
地
球
環
境
と
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
役
割

＊
日
本
の
未
来
に
向
け
た
挑
戦

〈
お
知
ら
せ
〉
今
回
、
講
師
の
ご
希
望
に
よ
り
講
演
会

全
文
の
掲
載
を
行
わ
ず
、
講
演
要
約
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発
経
緯

　

２
０
１
９
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発
で
ノ

ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
電
池
は
、
三

つ
の
技
術
的
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は
カ
ー
ボ
ン
材
料
を
負
極
に
採
用
し
た
技
術
で
、

こ
れ
に
よ
り
安
全
性
の
課
題
が
解
決
さ
れ
ま
し
た
。
２

つ
目
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
含
む
正
極
材
料
の
発
見
で

す
。
３
つ
目
は
「
電
気
化
学
的
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
の
原
理
に
基
づ
き
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
正
極
と

負
極
の
間
を
移
動
し
て
充
放
電
を
可
能
に
す
る
仕
組
み

で
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
り
、
１
９
８
５
年
に
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

産
業
界
の
研
究
者
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
の
は

稀
で
す
。
産
業
人
が
論
文
発
表
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
、

特
許
申
請
が
主
な
証
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
私

の
場
合
は
、
同
年
に
欧
州
発
明
家
賞
を
受
賞
し
、
特
許

や
技
術
に
お
い
て
国
際
的
な
お
墨
付
き
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
審
査
に
も
有
利
に
働
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
未
来
社
会

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｔ
社
会
の

到
来
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
が
、
現
在
注
目
さ
れ
て

い
る
の
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
で
す
。

特
に
電
気
自
動
車
に
お
い
て
は
、
不
可
欠
な
技
術
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
５
０
年
に
向
け
て
、
車
社
会
が
大

吉野　彰
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